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８
月
17
日
、
猛
暑
の
中
、
戸

倉
三
山
（
臼
杵
山
・
市
道
山
・

刈
寄
山
）
を
中
心
に
、
森
の
健

全
性
の
確
認
と
生
物
調
査
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
戸
倉
地

区
に
あ
る
登
山
外
周
ル
ー
ト
を

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
と
呼
び
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
は
荷
田
子
で
、
ゴ
ー
ル

は
沢
戸
橋
で
す
。
最
初
の
斜
面

は
か
な
り
急
で
、
ハ
ー
ド
な
登

山
の
始
ま
り
で
す
。
口
か
ら
出

る
言
葉
は
「
暑
い
！
暑
い
！
」

だ
け
で
す
が
、
登
る
に
つ
れ
な

ん
と
な
く
涼
し
く
な
り
ま
す
。

臼
杵
山
の
頂
上
に
着
く
と
、
養

蚕
の
神
様
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る

臼
杵
神
社
が
あ
り
、
登
山
道
の

歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
市
道
山
に
向
か
い
ま
す
。

暑
さ
の
影
響
か
ら
か
動
物
は
少

な
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
カ
ケ

ス
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
ヤ
マ
ド
リ
、

ア
オ
ゲ
ラ
な
ど
の
鳥
の
鳴
声
を

耳
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
哺
乳

類
の
足
跡
を
確
認
し
た
の
で
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
姿
が
想
像
で
き
、「
秋
な
ら
、

テ
ン
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
」
と
思
い
ま

し
た
。

　
市
道
山
の
頂
上
か
ら
先
は
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
林
が
多
く
、
途

中
の
伐
採
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
は

東
側
の
山
々
の
眺
望
が
広
が
っ

て
見
え
、
と
て
も
感
動
的
で
し

た
。
そ
し
て
、
ア
カ
マ
ツ
、
モ

ミ
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
も
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
入
山
峠
を
過
ぎ
る
と
間
も

な
く
刈
寄
山
に
到
着
で
す
。
頂

上
に
は
東
屋
と
ベ
ン
チ
が
あ

り
、
市
内
の
景
色
や
狭
山
丘
陵

な
ど
の
眺
望
が
最
高
で
す
。
そ

こ
か
ら
尾
根
道
を
ゆ
っ
く
り
今

熊
山
ま
で
下
り
、
今
熊
神
社
を

訪
ね
ま
し
た
。
こ
こ
は
ト
イ
レ

と
テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
あ
り
、
休

憩
に
適
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

逆
沢
（
坂
沢
）
周
辺
ま
で
下
り

る
と
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、

ヤ
マ
ナ
シ
、
イ
ヌ
ブ
ナ
、
ト
チ

ノ
キ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
植
物
の
種
類
が
多
い
こ
と

か
ら
、
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
、
ク
ロ
タ

マ
ム
シ
な
ど
の
面
白
い
昆
虫
も

た
く
さ
ん
顔
を
出
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
付
近
の
分
か
れ
道
で

沢
戸
橋
を
目
指
し
、
刈
寄
川
と

秋
川
の
合
流
を
見
な
が
ら
そ
の

日
の
行
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
戸
倉
三
山
の
長
い
尾
根
道

は
、
大
部
分
が
人
工
林
で
す

が
、
動
植
物
の
種
類
や
森
の
環

境
は
想
像
以
上
に
多
様
で
、
魅

力
的
な
ル
ー
ト
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
危
険
箇
所
な
ど
も
特
に
な

く
、
道
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
体
力
的
に
は
少
し
厳
し
い

コ
ー
ス
で
す
が
、
も
う
す
ぐ
紅

葉
の
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
こ
の
ル
ー
ト
を
縦
断

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
パ
ブ
ロ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
農
家
の
方
と
市
内
の
農
地
を

散
策
し
、
生
産
現
場
の
見
学
と

栽
培
説
明
を
聞
き
、
秋
の
収
穫

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
各
地
区
３
キ
ロ
　
か
ら
５
キ

　
ロ
　
程
度
歩
き
ま
す
。

▽
あ
き
る
農
を
知
り
隊
in
五
日

　
市

　●
日
時
…
11
月
４
日
（木）
　
午
前

　
９
時
〜
11
時
30
分

　●
内
容
…
上
ノ
台
周
辺
の
農
地

　
散
策

▽
あ
き
る
農
を
知
り
隊
in
秋
川

　●
日
時
…
11
月
５
日
（金）
　
午
前

　
９
時
〜
11
時
30
分

　●
内
容
…
秋
川
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

　
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
農
地
散
策

▽
あ
き
る
農
を
知
り
隊
in
小
宮

　●
日
時
…
11
月
18
日
（木）
　
午
前

　
９
時
〜
11
時
30
分

　●
内
容
…
瀬
音
の
湯
周
辺
の
農

　
地
散
策

▽
対
象
　
18
歳
以
上
の
市
内
在

　
住
の
方

▽
定
員
　
各
30
人
（
申
込
み

　
順
）

▽
費
用
　
１
０
０
０
円
（
保
険

　
代
な
ど
）
　

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
農
林
課

　
農
政
係
（
あ
き
る
野
市
農
業

　
委
員
会
事
務
局
、
直
通
５
５

　
８
・
１
８
４
９
）

10
月
１
日
付
け

部
長
級
﹇
　
﹈
内
は
旧
職

　●
市
民
部
長
（
市
民
部
市
民
課

　
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
主

　
幹
事
務
取
扱
）
　
篠
原
正
人

　
﹇
市
民
部
長
﹈

課
長
級
﹇
　
﹈
内
は
旧
職

　●
総
務
部
職
員
課
主
幹
　
丸
山

　
寿
郎
﹇
市
民
部
保
険
年
金
課

　
長
﹈

　●
市
民
部
保
険
年
金
課
長
　
田

　
中
豊
昭
﹇
健
康
福
祉
部
児
童

　
課
児
童
館
担
当
主
幹
（
児
童

　
館
係
長
事
務
取
扱
）
﹈

　●
健
康
福
祉
部
児
童
課
児
童
館

　
担
当
主
幹
（
児
童
館
係
長
事

　
務
取
扱
）
　
沼
田
宏
徳
﹇
市

　
民
部
市
民
課
市
民
相
談
窓

　
口
担
当
主
幹
兼
ね
て
男
女

　
共
同
参
画
推
進
担
当
主
幹

　
（
市
民
相
談
窓
口
係
長
事
務

　
取
扱
）
﹈

▽
公
開
期
間
　
10
月
30
日
（土）
〜

　
11
月
７
日
（日）

▽
公
開
場
所
　
市
内
の
対
象
文

　
化
財

　●
前
田
耕
地
遺
跡

　●
瀬
戸
岡
古
墳
群

　●
西
秋
留
石
器
時
代
住
居
跡

　●
小
机
家
住
宅
一
棟
…
11
月
３

　
日
（水）
〜
７
日
（日）
　
午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時

　●
軍
道
紙
（
あ
き
る
野
ふ
る
さ

　
と
工
房
）

　●
地
蔵
院
の
カ
ゴ
ノ
キ

　●
南
沢
鳥
ノ
巣
石
灰
岩
産
地

　●
戸
倉
城
跡

　●
大
悲
願
寺
本
堂

　●
光
厳
寺
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
木

　
造
釈
迦
如
来
坐
像

　●
広
徳
寺
境
域
、
タ
ラ
ヨ
ウ
、

　
カ
ヤ

　●
二
宮
神
社
並
び
に
城
跡

　●
慈
勝
寺
の
モ
ッ
コ
ク

　●
真
照
寺
薬
師
堂

　●
五
日
市
憲
法
草
案
（
あ
き
る

　
野
市
中
央
図
書
館
。
金
曜
日

　
は
休
館
）

　●
深
沢
家
屋
敷
跡

▽
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０

　
１
０
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
無
料

　
配
布
場
所
　
生
涯
学
習
推
進

　
課
（
市
役
所
２
階
）
、
五
日

　
市
郷
土
館
、
二
宮
考
古
館
、

　
中
央
公
民
館
、
市
内
各
図
書

　
館
、
五
日
市
出
張
所

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
文
化
財
係

市
人
事
異
動

10月の休館日（ 通常の休館日）

○中央図書館　毎週金曜日と19日
　㈫
○東部図書館エル、五日市図書館、
　中央図書館増戸分室　毎週月曜
　日

　
○期間　10月27日㈬～11月９日㈫
中央図書館（ ☎558－1108）
絵本原画展
　市内在住のイラストレーターお
ちあいけいこさんの「絵本東海道」
の原画を展示します。
○期間　10月20日㈬～11月３日㈬
「五日市憲法草案と深沢家文書の
世界」（展示）
　憲法草案と深沢家文書の持つ意
義や内容について紹介します。
○日時　10月30日㈯～11月７日㈰
　午前10時～午後５時
○場所　中央図書館２階会議室
ひよこのおはなし会
○日時　10月18日㈪　午前11時～
　11時20分
○対象　１歳から３歳までの幼児
　とその保護者
わらべうたのじかん
○日時　10月25日㈪　午前11時～
　11時20分
○対象　乳幼児とその保護者

ボランティア（おはなしタ・ン・
ト）によるおはなし会
○日時　10月27日㈬　午後３時～
　３時30分
東部図書館エル（ ☎550－5959）
ボランティア（絵本とおはなしの
会）によるおはなし会
○日時　10月20日㈬　午後３時～
　３時30分
雑誌のリサイクル市
○日時　10月24日㈰　午前10時～
　午後３時
○内容　図書館で使わなくなった
　雑誌を無料で配布します。
○持ち物　本を入れる袋
○その他　駐車場が狭いため、車
　での来館はご遠慮ください。
おはなし会
○日時　10月27日㈬　午後３時～
　３時30分
ひよこのおはなし会
○日時　10月28日㈭　午前11時～
　11時20分
○対象　１歳から３歳までの幼児
　とその保護者
五日市図書館（ ☎595－0236）
子ども映画会「おばけうんどうか
い」
○日時　10月20日㈬　午後２時30
　分～３時
わらべうたのじかん
○日時　10月27日㈬　午前10時 
　30分～11時
○対象　乳幼児とその保護者

刈寄山からの眺望

　
横
沢
入
里
山
保
全
地
域
で

は
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
の
収

穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。
今
年

は
、
水
田
を
管
理
運
営
し
て
い

る
横
沢
入
タ
ン
ボ
の
会
に
よ

る
、
簡
単
な
稲
刈
り
体
験
「
一

束
稲
刈
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
田
植
え
な
ど
の

農
作
業
を
表
現
し
た
民
俗
舞
踊

（
お
わ
ら
節
）
の
披
露
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
24
日
（日）
（
雨
天

　
中
止
）

　●
一
束
稲
刈
り
…
午
後
１
時
〜

　
２
時

　●
民
俗
舞
踊
…
午
後
２
時
〜
３

　
時

▽
場
所
　
横
沢
入
里
山
保
全
地

　
域

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
直
接
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
駐
車
場
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
（
武

　
蔵
増
戸
駅
か
ら
徒
歩
20
分
）

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
農
林
課
農
政
係

　
（
直
通
５
５
８
・
１
８
４

　
９
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
沢
入

　
タ
ン
ボ
の
会
事
務
局
　
飯
野

　
（
☎
５
９
５
・
０
７
０
８
）

▽
日
時
　
11
月
15
日
（月）
　
午
前

　
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
（
雨

　
天
実
施
）

▽
集
合
場
所
・
時
間

　●
中
央
公
民
館
…
午
前
９
時

　●
秋
川
駅
北
口
…
午
前
９
時
５

　
分

▽
コ
ー
ス
　
中
央
公
民
館
↓
秋

　
川
駅
↓
正
勝
神
社
↓
Ｊ
Ａ
Ｘ

　
Ａ
↓
二
宮
神
社
↓
二
宮
考
古

　
館
↓
広
徳
寺
↓
徳
雲
院
↓
秋

　
川
駅
↓
中
央
公
民
館
（
解

　
散
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

　
方

▽
定
員
　
30
人
（
抽
選
）

▽
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
、
雨

　
具
、
筆
記
用
具

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
28
日
（木）

　
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

　
が
き（
１
枚
に
１
人
）に「
あ

　
き
る
野
の
錦
秋
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

　
の
基
礎
研
究
を
知
ろ
う
」
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
返
信

　
用
表
面
に
も
郵
便
番
号
、
住

　
所
、
氏
名
を
記
入
）
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公

　
民
館
（
〒
１
９
７
―
０
８
１

　
４
　
二
宮
６
８
３
、
☎
５
５

　
９
・
１
２
２
１
）

あ
き
る
野
の
錦
秋
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

　
　
　
基
礎
研
究
を
知
ろ
う

～
宇
宙
研
究
の
一
端

　
　
あ
き
る
野
実
験
施
設
～

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

う
す
き
さ
ん

い
ち
み
ち
や
ま

か
り
よ
せ
や
ま

に
　
た
　
ご

い
り
や
ま
と
う
げ

さ
か
ざ
わ

読書週間に、
ぜひ一冊の本を


